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研究成果の概要（和文）：本研究では、古代語の引用助詞「と」「とて」「など」の３種の持つ文法的な働きを
記述した。まず、「と」が「無し」に係る構造、「と」に指定辞「なり」が後接する構造について分析し、さら
に、「聞く」「いらふ」「答ふ」などの動詞と共起する場合の意味的な構造も明らかにした。また、「とて」に
ついては、従来の研究で同義とされてきた「と言ひて」「と思ひて」等との相違点を明らかにし、「など」につ
いては、共起する述部の語彙的な傾向を観察することによって、その意味的な機能を記述した。

研究成果の概要（英文）：In this research, I described the functions of three quatative particles, 
to, tote, and nado in Earlier Japanese. First, I analyzed the syntactical construction of to-nashi 
and to-nari, the forms which are not used in Modern Japanese. Meanwhile, I also described the 
semantic construction of to-kiku, to-irau and to-kotau. In addition, I found that tote has several 
functions which to-iite and to-omoite don’t have, and that nado has a particular semantic function 
which affects the choice of the predicate verb.

研究分野： 日本語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現代語の引用助詞の研究は 1980 年代に増

加し、2000 年の藤田保幸『国語引用構文の
研究』が最も詳密な研究成果を示している。
2000 年代は他に鎌田修、小野正樹、中園篤
典、杉浦まそみ子、山口治彦、加藤陽子も引
用助詞に関する著書を公表しており、現状、
現代語の引用助詞に関わる文法的問題は、極
めて精緻に解明されている。 
一方、古代語の引用助詞は現代語と異なる

構造で用いられる例がしばしば見出される
が、殆ど言及されることが無い。 

 
２．研究の目的 
次の３点を記述することで、古代語におけ

る引用助詞が持つ文法的性質を明らかにす
る。 

(1)「～と 述語」の基本構造 
(2)使用頻度の高い表現「～と 聞く」等の

意味構造。 
(3)「と」を構成要素とする引用助詞「とて」

「など」（複合辞）の意味・機能 
 

３．研究の方法 
古代語には現代語の「～と 述語」という

形では許容されない用法の例が散見される。
現古の相違があるならば、逆に、現代語の「～
と 述語」ならばありうる用法の一部が、古
代語の用例で見出せない可能性もある。本研
究では第一に、基本的な古代語資料の「と」
の全数調査を行い、現代語と対照する形で古
代語の「～と 述語」の諸用法を記述する。 
 次に、「とて」の意味・機能の記述を行う。
特に、前接する要素の種類によって場合分け
を行い、それぞれの用法を観察し記述してい
く。 
「など」の意味・機能については、従来“婉

曲的に語句を引用する”という不明確な説明
がなされるのみである。｢～と｣の用法との相
違点に着目しながら、「～など」において引
用される語句の性格、及び「～など」を受け
る述語句の語彙状況を観察し、意味・機能を
記述する。 
 
４．研究成果 
(1)「～と」について 
古代語の「～と」は指定辞が後接して「～

となり」という形を作るが、現代語にはこれ
に対応する形が無い。この形の用例を収集・
分析した結果、基本的に「人物の行為を表す
名詞句 ＋ その人物の動機の内容を示す文 
＋ トナリ」という構造で用いられることが
分かった（発表論文⑤）。 
次に、「～と」を形容詞「無し」が受ける

構造が生産的に用いられる点に着目した。用
例の収集・分析の結果、「～となし」の「～
と」は、ある事態が一般にどのように認めら
れるかを、「～と思われそうな様子で」のよ
うな意味を持つ引用句で示したものである
ことが分かった（発表論文④）。現象の記述

としては以上の通りであるが、指定辞や「無
し」との共起によって、なぜそのような表現
性を生じるかについての考察は今後の課題
である。 
一方、具体的な述語動詞の意味との相関を

観察するケーススタディとして、「～と聞く」
「～といらふ」「～と答ふ」を取り扱った。
それぞれ「～と」の中に引用される語句の種
類を精査し、次の結果を得た。 
「～と聞く」は、“音声情報を聞いて現状

を把握する”という意味を表し、主節時（聞
く時）に把握した現状が「～と」に引用され
る。他者の言葉を情報源とするものとしての
解釈が表立つのは文脈によって生じる含意
ではないかと考えられる（発表論文⑨）。 
次に類義表現の「～といらふ」と「～と答

ふ」に関して、「～といらふ」は働きかけを
伴わない発言も含め、耳にした他者の発言に
反応することを示すが、「～とこたふ」は質
問・命令等の言語的な働きかけに対応するこ
とを示すことが分かった（その区別は中古後
期には失われ、「～とこたふ」が「～といら
ふ」の表現領域を獲得していく）（発表論文
②）。 
 
(2)「～とて」について 

 「とて」は、従来の研究では「と言ひて」「と
思ひて」などの「と＋引用動詞テ形」と同義
と見なされているが、両者を比較した結果、
かなり表現性が異なることが分かった。見出
された現象を以下に記す。 
 まず、「とて」は係助詞が後接する頻度が
高く、係助詞が後接する場合、発言された音
列を引用するというよりも、主節事態と関わ
る事柄を提示するものという解釈が出やす
い。感動詞を受ける例や、複数の文といった
独立性の高い要素を受ける例が見出しがた
く、自立語を中心とする実質的意味を持った
ひとまとまりに付くという統語的な制約が
存する点も観察できる。「とて」は、後続す
る主節の事態を詳しく特徴付ける要素を受
ける機能を持つと考えられる。 
係助詞の付いた「とて」は、係助詞が付か

ない場合に比べ、終助詞や、係助詞・疑問詞
の結びといった、文末に相当する位置にのみ
現れる要素を受けにくく、逆に、文末に現れ
る要素としては周辺に位置づけられそうな、
体言相当の要素を受ける要素を受ける例が
多い。「～とて＋係助詞」が意味的には地の
文相当で、主節の事態と関わる事柄を示すと
いう分析の傍証となろう。 
また、「とて」に係助詞が付く形のうち、

しばしば古語辞典等で複合辞相当の扱いを
受けている「とては」「とても」について検
討すると、「とては」は、言いさしの表現を
受ける用例が見出しがたい点で「は」の付か
ない「とて」と異なっており、「とても」は
泣き出す時の発言を引く例に偏るという特
徴を持つ。係助詞の他に「とて」に後接する
付属語として、指定辞「なり」・連体助詞「の」



があるが、この点は接続助詞「て」とかなり
近い性質と言える。 
形容詞語幹・感動詞・「か（疑問を示す終

助詞）」・動詞終止形・「ぬ（完了の助動詞）」・
活用語の命令形は、「とて」に対する前接要
素としてしばしば生起するのに対し、ト＋引
用動詞テ形による引用語句の末尾として表
れることは稀である。一方、形容詞終止形と
「あはれ」は、「とて」に前接する割合はか
なり低いが、「と＋引用動詞テ形」にはしば
しば前接する。 
以上を踏まえて「とて」の基本的な用法分

類を行うと、語句を引用して後続節に繋げる
という中心的用法から、後続節内容に関わる
事物を引用の形で示すもの、事物の名称を表
すものが派生すると見ることができる。「と
て」が、感動詞・形容詞語幹・活用語の命令
形・「か」「ぬ」を受けやすい点は、言語化さ
れないながらも後続節主体が心中に抱いた
事柄を提示するという機能によるものと捉
えることができるのではないだろうか。 
「とて」は、後件事態に関わる事物を引用

の形で示す機能を持つが、用例の解釈上、後
続節の事物に関する名目・事情・資格・極限・
日時といった種々の意味合いが表立つ。事物
の名称を受けると解される「とて」は、後続
節と関わる事柄ではなく、後続節に出る人
物・事物の名を示すもので、語句を引用して
後続節に繋げるという「とて」の基本的機能
から派生しているものだろう。 
 
(3)「など」について 
「など」と「と」は、係り先の述部の語彙

的な傾向が大きく異なる。次のように用語を
定義し、「など」の機能に付いて分析を行っ
た。 
 
顕在語句：「など」に前接し、文中に示

された引用語句。 
潜在語句：事実上、顕在語句と同様に述

部の示す発言・思考等の内容と
して存在しつつも、文中に示さ
れず、含意される語句。 

 
これを前提に、「など」と「と」の係り先

の述部を観察すると、次の２つのことが判明
する。 
 
① 顕在語句と潜在語句は、同一空間で

生じるが、内容の異なる言葉である
こと 

② 顕在語句と潜在語句は、時間軸上の
異なる位置で生じること 

 
①に関しては、次のことが根拠となる。第

一に、｢Ａ、Ｂ、Ｃ…など｣という形で顕在語
句を列挙する例を観察すると、Ａ・Ｂ・Ｃは
同一空間に発せられた、内容の異なる語句で
ある（複数人の心中の言葉が列挙されるよう
な表現の例は無い）。第二に、事物に一つの

名称を与える意の｢～と（名前を）付く｣と、
一首の和歌を詠む意で用いられる意の｢～と
詠む｣は用例が多いが、｢～など付く｣｢～など
詠む｣の例は稀である。第三に、知覚により
現状を（一通りに）把握する意の｢～と見る｣
｢～と聞く｣「～と見ゆ」の例は多いが、｢～
など見る｣｢～など聞く｣｢～など見ゆ｣の例は
少ない。 
②に関しては、次のことが根拠である。第

一に、一人の人間が、異なる内容の言葉を同
時に発することはできない。第二に、時間軸
上でまとまった一つの事態を表す節に付く
「ながら」が、｢～と言ふ｣｢～と思ふ｣に付く
例は多いが、｢～など言ふ｣｢～など思ふ｣に付
く例は稀である。第三に、眼前の一回的な事
態であること（メノマエ性）を示す「たり」
「り」が、｢～と言ふ｣｢～と思ふ｣に付く例は
多いが、｢～など言ふ｣｢～など思ふ｣に付く例
は少ない。第四に、「など」は｢述部が引用句
の発言・思考と共存する動作・状態を表す｣
と解される引用構文を作ることができない。 
 
 (4) 当初予期していなかった成果 
引用助詞「と」は、「とて」「など」以外に

も種々の複合辞を派生している。このことを
考慮するため、複合辞について先行研究を参
考にし、自身でも複合辞について考察を行う
うちに、発表論文③に示す成果に繋がった。
格助詞「に」と動詞「添ふ」と接続助詞「て」
が連なって一つの助詞として機能する「にそ
へて」について分析したものである。この論
文においては、「にそへて」が、「添ふ」の本
来持つ意味（物品を物品のそばに付け加える
動作）から、心的な事象を付加するという意
味へと、意味の中心を変容させている点など
を記述した。 
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